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土質柱状図ファイルによる地盤の応答計算例一幾志
　いくつか提唱されている，W値あるいはその他の土質的指標からS波速度Vsを推定す
る実験式のうち，最もパラメータの少ない次式によった（参考文献10）による）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　K＝76Wo・39　　　　　　　　　　（3）
　層の区分は，Kに変換する前にN値に関して行なう．
　孔口から孔底までのN値を深度順にN。，1V。，…とする．ある層の上隈の深度におけるN
値を～とし，さらに下の深度におけるN値をNjとするとき，
　　　　　　　　　　　　　　　！Vma、一！V1m乱、＞ノユ〉π　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
Nm乱・：Max｛～，…，Nゴ｝，Nmi、＝Min｛仙，…，1Vゴ｝なる最初の1Vjを与える深度までを1つの
層とみなし・続いてλ〉～を幅として下のW値をまとめて行く（図13）　λはN値のハ
ラツキの許容度を表わす係数である．λを大きくとれぱ層数は減り，小さくとれば増える．
　第1層については，一応建築物の基礎の指標としてよく用いられる値（たとえぼ！V、＝30）
までが表層となるように，次式の定数1V。を定める．
　　　　　　　　　　　　　　　　λ〉1V1。＝N岳　　　　　　　　　　　（5）
　以上で，折れ線状の！V値曲線から階段状の層が設定され，各層の平均N値に対応するγ、
が得られる．
　つぎに，地震基盤の設定であるが，これはKが与えられた一定値（基盤の仮定速度）を越
える層を便宜上基盤と定義する．
　なお層の区分法として，N値曲線を移動平均法により平滑化し，変曲点をもって区分す
る方法が考えられるが，いくつかの理由により実行していない．
　4．2　平面分布図の補間法と等高線作図法
　規則的な格子平面において，値の存在する点（実測点）が不規則に散在するとき，値のな
い全格子点（補問点）の値を補問し，等高線を作図する一方法である．
く三．ぐ
　　　N三
左
層　　　　　　　Nl・l1
　　～、。。
　　　　11　　 1 　1
　　　　1　 　1　　　1　　 く
J
層
⊥．
（～一～十。）・A河
く．．．．：．．．1．．．．．ヱ
～
～†。　　　　　11
　　N・　　　　　（～十，一～。）・岬
図13W値による地層区分
Fig．13　Separation　of　soi1工ayer　using　N－va1ue
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　　　兄，Z。：補問点および補間値
　　　P蛯，Z占：実測点および実測値
　　　　　7：補間点と実測点問の距離1Prれ1
　　　　　〃：重み
　　　　　吻：補間に用いる実測点数
　　　　　〃：総実測点数
とするとき，つぎの関係式によって補間値を求める．
　　　　　　　　　　　　　・一紬・叫一圭／酎　　　（6）
　　　　　　　　　　　　　　　71〈72く…く7mく…く7π
　つぎに，全格子点値と等高線値が与えられたとき，格子の各辺上に等高線値をもつ位置を
求め，始点から終点まで隣接格子を追跡して等高線を描く，辺上の位置は両端の格子点値か
ら線形補間により求める．
　ひとつの格子を構成する4格子点値の大小関係は，4点とも等しい場合を除いて，図14の
場合で尽される．
　　S　　　　S　S　　　　　S　　　　　S　　　　G
G　　　　　S　G G　G　　　　G　G S
　　　　　　　　　　　　　G〉H〉S
図14格子点値の大小関係と等高線値追跡
Fig・14　NI1】tual　relation　of　the　value　of　lattice　point　and　tracing　of　contour
あとがき
　東京強震の本郷における観測波形を用いた，川崎地区地盤の応答計算結果を地域的になら
してみると，公表されている被害地震の資料（参考文献9））と震度の尺度において合致す
ることを見た．このことは，柱状図記載のw値を利用した応答計算法に対し，現実的な裏
付けが得られたものといえよう．
　他方，柱状図ファイルに収録されたポーリソグの地点は一辺約100mのメッシュで表わさ
れており，今後常時微動等のデータを照合しながら，マイクロ・ゾーニソグ的な規模におけ
る，ファイル利用の有効性について研究を進める予定である．
　おわりに，貴重な束京強震波形のデータの利用を許して下さった，早稲田大学理工学研究
所の那須信治氏，森岡敬樹氏に謝意を表します．
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